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短　報

ア スペ ル ガ ー
障害が疑 われ る児童の 空間的視点取 得に 関する検討

　　 一 他者視点方向へ の視点移動 を促す教示の効果に着目 して 一
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　本研 究で は、ア ス ペ ル ガー障害の 疑い の ある児童 1 名を対象 に、他者視点方向へ の

視点移動を促す教示の有無が 他者視点に基づ く行動の生起に及ぼす影響 を検討する こ

とを 目的 と した 。 予備実験 と して 、 心の 理論課題 と標準的な空 間的視点取得課題を

行 っ た とこ ろ 、 対象児 は定型発達児 と同程度の 成績を示 した 。 予備実験 の 後 、 視点 に

関 して非明示的な教示 （右／左 に曲が ります）と明示的な教示 （ミ ニ カ ー
か ら見て 右

／左 に曲が ります）を設定 した空間的視点取得課題 を実施 した。その 結果、他者視点

方向へ の 視点移動を促す教示の 有無に よ っ て正 反応率は影響を受けた。加えて、明示

的な教示 を導入以 降 、 他 者視点方向に頭や 顔を傾けた り、移動 した りす る行動を高頻

度で 自発 した 。 以上か ら、 明示的な教示が他者視 点に基づ く行動の 生起 に影響 を及ぼ

した こと、 さらに他者視点方向に 自己 の 視点を移動する行動が 正誤の フ ィ
ー

ドバ ッ ク

の 役割 を果 たした可能性が考察 された 。

キー ・
ワ
ー ド ：ア ス ペ ル ガー障害　空間的視点取得　明示的教示　 自発性

1．問題の所在 と目的

　自 閉 症 ス ペ ク ト ラ ム （Autism　Spectrlrn

Disorder；以下、　 ASD ）の 社会性の 障害の 背景要

因と して 、 心の 理論 （theOly　of 　mind ）の 欠如が

指摘 さ れ て きた （e．g．，　Baron −Cohen ，　Leslie ，
＆

Frith，1985） 。 心 の 理 論 と は、他者の 行動 に心

を帰属 させ る こ と で あ り、他者 の 目的、意図、

知識、信念 などを理解す る こ とと定義 され て い

る （Premack ＆ Woodnuff
，
1978）。

　近 年、知 的 障害 を伴 わ な い ASD に お い て 、

心 の 理 論の 自発 性 の 欠如が 指摘 さ れ て い る

（e．g．，　Senju，　Southgate，　White ，
＆ Frith

，
2009）。 具

体的 には 、 自発的 に他者の 状態や知識な どの 社

会的な情報に注 目する傾向が 弱 い 可能性が 推察

され て い る （Senju，2013）。

’
筑波大学大学院人間総合科学研究科

’＊
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　Senju　et　al．（2009）は、標準的な誤信念課題に

通過する ア ス ペ ル ガ ー障害者 を対象に 、 注視行

動に基づ い た 自発 的な誤信念課題 を実施 した 。

標準 的な誤信念課題で は登場人物が誤信念を も

つ 場面 を見せ 、 質問に 正 し く答え られ る か を調

べ る の に対 し、 自発的な誤信念課題 で は質問に

答える と い うス テ ッ プ を踏 まず、非言語的な反

応 を記録する （千住，2013）。 Senju　et　al、（2009）

の 実験で は、サ リ
ー ・ア ン 課題 に類似 した ビデ

オ刺激が提示 され 、 対象者は観る よ うに とだ け

教示 された 。 その 間 、 視線の 動 きが 記録 された 。

実験の 結果 、 定型発達成人群 で は誤信念 に基づ

い た予期的注視行動 、 つ ま り、自発的に他者の

知識や意図 を読み 取っ て行動を予測する ような

視線の 動 きが観察され た 。

一
方で 、 ア ス ペ ル ガー

障害者群に お い て 、 予期 的注視行動 は ほ と ん ど

生起 しなか っ た 。 結果か ら、通常の 誤信念課題

に通過す るア ス ペ ル ガ
ー
障害者であ っ て も、自
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発的 には誤信念 を予期 しない 可能性が推察 され

て い る 。

　 とこ ろで 、他者の心の 理解や推論 を扱 っ た研

究は心 の 理 論研究に加え、視点取得 （perspective−

taking）の 実験パ ラ ダイ ム にお い て 行われ て きた

（e．g．，渡 部，2006）。 視点取得 の 領域 にお い て、

自分 とは異 なる別の 位置 まで視点 （view 　point）

を移動させ 、 そこか ら見える はずの みえ （view ）

を思い 描 く心 の働 きは 、 空間的視点取得 として

扱 わ れ る （渡 部，2006）。 そ して、空間 的知 能

（spatial　intelligence）に基 づ く情報処理 は、他者

の 心的表象の 推測 を含む とい う点か ら、心の 理

解の 発達の 基礎となる と考 えられ て い る （子安 ，

1999）。 Hamilton，　Brindley，　and 　Frith（2009）は 、

心 の理 論課題の 得点が 低 い 自閉症群 にお い て、

空間的視点取 得課題 の 得 点が 低 い こ とを実証

し、他者視点 か ら対象物の み えをイ メ ージする

能力と他者の 信念や欲求 を思 い 描 く能力 との 関

連性 を考察 した 。 したが っ て 、心の 理論研 究で

得 られた知見 を空間的視点取得研究 に組み 入れ

る こ とで 、 自分 自身をい か に対象化 し、どの よ

うに イメ
ー

ジを形成して い るか と い う視点取得

の 意味をよ り深 く解明で きる と考えられ る （渡

部 ，　2006）。 そ し て 、 両 者 を 関連づ ける研 究 は

ASD の 自発 的な視点取得行為の 困難さ等に つ い

て の 理解 を大 きく前進 させる可能性 をもっ て い

る （渡部，2006）。

　「3 つ の 山問題」 （the　three−mountains 　task）を

は じめ と した従来の 空間的視 点取得課題で は 、

「○○ （人物）の 右／左 に見える の は…」 「○○

（視点）か ら見て
…」 等 と い う明示 的な教示 の

もとで様々 な方向か らの み えの 理解が評価され

（e ．g．，　Hamiltan　et　al．，2009；友永 ・縄手，2011）、

非明示 的な教示の もとで の み えの 理解は評価さ

れ ない 。 心の 理論 と空間的視点取得の 関連性 の

指摘 （Hamilton　et　aL ，2009；子安 ，ユ999）か ら、 知

的障害を伴わ な い ASD 児に対 して 非明示 的な

空間的視点取得課題を実施した ときに、自発的

に 他者視点方向へ の 視点移動を用 い な い こ とが

予想 される。

　そ こ で本研究で は、標準的な空間的視点取得

課題 にお い て 定型発達児 と同程度の 正反応率 を

示す ア ス ペ ル ガ ー障害の 疑 い の あ る児童 1名 に

対 して、非明示的な空 間的視点取得課題を実施

し、自己視点か ら他者視点方 向に視点 の 移動を

促す教示 の 有無が 正 反応率、つ ま り他者視点に

基づ く行動の 生起 に及ぼす影響 を事例的に検討

す る こ とを目的 とした 。

皿．方法

　 1．対象児

　医療機 関に て ア ス ペ ル ガ
ー

障害の 疑 い があ る

と診断され た小学校通 常学級に在籍する 2 年生

の A 児と、比較対 照 と して 定型発達の 小学校 2

年生の B 児の 2名 を対象と した 。 研 究開始前に

実施 した A 児の wlSC −W の 結果 は 、　 FSIQIO7 、

VCII25 、
　 PRIIOO 、

　 WMI103 、
　 PSI88で あ っ た 。

同 様 に B 児 の 結 果 は、FSIQll9 、　 vCll35 、

PRII13 、
　 WMIgl 、

　 PSI107 で あ っ た 。 なお 、
　 A

児は研究 開始前 か らC大学の 相談機 関にお い て

算数の計算ス キ ル や ソ
ー

シ ャ ル ス キ ル に 関する

個別指導を継続的に受けて い た 。

　 2 ．倫理的配慮

　保護者 に対 して 、 研究の 目的 ・内容 を口頭 と

文書で 説明 し、同意を得 て か ら実施 した 。 また 、

研究成果 を公表する にあた り、 保護者か ら了承

を得 た 。

　 3．期間および場面

　A 児 は X 年 1 月〜 X 年 4 月の 4 か 月 間 に、C

大学 の プ レ イ ル ーム に お い て 週 1 回 1 時間の

セ ッ シ ョ ン の うち約 10分 間を利用 し て 行 っ た 。

B 児 は 、 X 年 3月 〜X 年 4 月 の 2 か 月 間 に 、
　 B

児の家庭 にお い て実施 した 。 各空 間的視点取得

課題 は 1セ ッ シ ョ ン あ た り 1 ブ ロ ッ ク 実 施 し

た。

　 4 ．予備実験

　（1） 心 の 理論 課 題 ：A 児 は X − 1年 7 月、 7

歳 12か月時 に 、 B 児 は X 年 3 月 、 8歳 6 か 月時

に ア ニ メ ーシ ョ ン 版 「心 の 理 論課 題 」（藤野
，

2002）を実施 した 。 課題 はサ リー ・
ア ン 課題 、

ス マ
ー

テ ィ課題、罪の ない 嘘課題、ア イス ク リー

ム屋 課題 を行 っ た 。
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　 （2）標準的な空間的視点取得課題 ：空 間的視

点取得課題 （以下 、 写真選択課題）を実施 した 。

対象児 と主担当者 （以下 、 MT ）が机 を挟み 、 向

か い 合 っ て 着席 した 。 机上 に ぬ い ぐる み （幅

21．5cm × 奥行 12cm × 高さ 19cm ）等の 対象物 と、

それ を 4 方向か ら撮影 した写真カー ドを 4 枚提

示 した 。 対象物 はぬ い ぐるみ に加 え、飛行機 の

模型 （幅ユ3．5cmx 奥行 13，5cm × 高 さ 7cm ）と ミ

ニ カ ー （幅 3cm × 奥行 7．5cm × 高さ 2cm）を用 い

た 。 い ずれ も左右対 称 、 前後非対称で あ っ た 。

Fig．　1に セ ッ テ ィ ン グ の 略図を示 した 。

　最初に、対象物を対象児 と向か い 合 うよ う

（南向き）に提示 し て 「○○君か ら見て、前に

見える の は こ の 中の どれ ？」等 と質問 した 。 試

行毎に写真カ
ー

ドをラ ン ダ ム に並び替え 、 対象

児か ら の前 ・後 ・左 ・右の み えに関する質問を

各 1試行ず つ 実施 した 。そ の 際、適切な 写真

カー ドを指差 しする こ と を正 反応 と定義 した 。

正誤 の フ ィ
ー ドバ ッ クは行わず、次の試行 に進

ん だ。次に 「先生 の左手か ら見る と、こ の 中の

どれが見 える ？」等 とMT か ら の み えに 関する

質問を行 っ た 。 その 後 、 対象物 の 向 きを北 ・西 ・

東向きの 順 に提示 し、 対象児か らの み え、MT

の み えの 順序で質問 した 。 質問は 、 前 ・後 ・左 ・

右 をラ ン ダ ム に行 っ た 。 なお 、 使用 した対象物

は 1 ブ ロ ッ ク 目が飛行機、2 ブ ロ ッ ク 目が ミニ

 
：（遺コ

圜 圈圍圓

・

4
＋

対象児

Fig．1　写真選択課題 の セ ッ テ ィ ン グ

カ ー、3 ブ ロ ッ ク 目が ぬ い ぐるみで あ っ た 。

　 5 ．本実験

　 他者視点方向 へ の 視点移動 を促す教示 の有 無

を設定し た 空間的視点取得課題 （以下、地図課

題）を実施 した 。対象児は MT の 教示に従 っ て

地図上 で ミニ カ ーを動か した 。

　 （1）実験刺 激 ：横 59cmX縦 42cm の 地 図 と ミ

ニ カ ーを用 い た 。 Fig，2に用 い た地 図の 略図を

示 した 。 ミニ カーは写真選択課題 で用 い た もの

と同 じで あ っ た 。 対象児の 位置 は常に地 図の 南

側で あ り、 地図の提示 向きも
一

定で あ っ た 。 ま

た、教示する とき用 い た教示文に は 「信号の あ

る交差点を （ミニ カ
ー

か ら見て）右に曲が りま

す 。 つ きあた りまで 進 ん で （ミ ニ カーか ら見て ）

左 に 曲が ります 。 横 断歩道の ある交差点 を （ミ

ニ カ
ー

か ら見て ）左 に 曲が ります」等 と 3 つ の

曲が り角が含まれ て い た。以上 の 教示文を 1 試

行 と し 、 1 ブ ロ ッ ク計 11試行 実施 した 。 1 ブ

ロ ッ クの 内訳 として 、曲が るときの ミ ニ カーの

提示方向 （東 ・西 ・南 ・北向 き）が各 8 回 ずつ に、

曲が る方向が左右 50％ ず つ に な る よ うに教示

文 を作成 した 。 なお 、 「信号の ある交差点」 な

どの 曲が る 場所は対象児の 反応に合わせ て 教示

した 。

　 （2）手続 き ：対象 児 と MT が机 を挟み 、 向か

い 合 っ て着席 した 。 MT は教示 文 を曲が り角 ご

とに 区切 っ て 提示 し、対象児は ミ ニ カ ーを動か

した 。 視点に 関する 「非明示的教示条件」で は、

曲が り角 にお い て MT が 「○○ （信号の ある交

差点 など）を右／左 に曲が ります」 と聴 覚的に

教示 した 。 そ の とき、教示 に従っ て ミニ カ
ーを

動か すこ とを正反 応 と定義 した 。 また 、「明示

的教示条件」で は 「○○ （信号 の ある交差点な

ど）を ミ ニ カ
ー

か ら見て 右／左 に 曲が ります」

と教示 した 。 MT は 「ミ ニ カーか ら見て 」 を強

めに発声 した 。 ただ し、 ミ ニ カ ーの 向 きが対象

児の 視点 と一
致する ときに は 「ミニ カ

ー
か ら見

て 」を省略 した 。 各条件 と もに 「集 中して頑 張 っ

て い るね」等と取 り組み に対 し て フ ィ
ー ドバ ッ

ク し 、 正 誤 の フ ィ
ー ドバ ッ クは行 わなか っ た。

A 児 は 1 ・2 ・4 ブ ロ ッ ク 目を非 明示 的教 示条

一 135一

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　



Association of Disability Sciences, Japan

NII-Electronic Library Service

Assoclat 二lon 　of 　Dlsablllty 　Sclences ，　Japan

朝岡　寛史
・
真名瀬　陽平 ・野 呂　文行

件で 、3 ブ ロ ッ ク 目を明示 的教示 条件で 実施 し

た 。 B 児は 1 ・2 ブ ロ ッ ク 目と もに非明示的教

示条件で 行 っ た 。

皿 ．結果

　 1．予備実験の 結果

　 （1）心の 理論課題 ：信念 ・本心 につ い て の 質

問 を分析対象とした 。 A 児は 、 サ リ
ー ・ア ン 課

題の信念に つ い て の 質問が誤答 であ っ たが 、 他

の 課題 の 質 問は す べ て 正答 で あ っ た 。 B 児 は 、

す べ て の 課題 に お い て 正答で あ っ た 。

　（2）標 準的 な空間的視点取得課題 ：Fig．3 に

写真選択課題 の 正反 応率の 推移 を、 自己 ・他者

視点か らの みえに関する質問別に示 した 。 A 児

は 、 飛行機の 模型 を提示 した ときに 、 自己視点

か らの み えに関する質問の 正 反応率が 63％ 、他

者視点 か らの み えに 関する 質問の 正 反応 率が

88％ で あ っ た。同様に、 ミ ニ カーで は 自己視点

100％ 、 他者視点 88％、ぬ い ぐるみで は自己視

点 94％ 、 他者視 点 100％で あ っ た 。 B 児 は、飛

行機の 模型 で は 自己 ・他者視点 ともに 88％ 、 ミ

ニ カ ーで は 自己 ・他 者視点 ともに 94％ 、 ぬ い

ぐる み で は 自己 視点 100％ 、他者視点 94％ で

あ っ た。

　 2 ．本実験の 結果

　Fig ．4 に地図課題の 正反応率 と他者視点方 向

に視 点 を向 ける行 動の 生起 頻度の推移 を示 し

た 。 前者は、提示方向ご とに適切 な方向に 曲が っ

た囘数 を全体数 8 で 除 した もの に 100を乗 じて

算出 した 。 後者は、曲が る ときに他者視点方向、

つ ま り、 ミニ カ ーの 視点方向に 自発的に頭 や顔

を傾 けて 眺め た り、 移動 して 眺めた りした行動

の 生起頻度 を カ ウ ン トした 。

　非明示教示条件 にお ける 1 ブ ロ ッ ク 目の A 児

の 正反応率は、曲が る と きの ミ ニ カ
ー

の 向きが

東 ・西 ・南 ・北向 きの と きに 、 それぞれ 75％ 、

75％、25％ 、89％ で あ っ た 。 同様 に 、 2 ブ ロ ッ

ク 目は 63％、75％、25％、89％で あ っ た 。 B 児

は、1 ・2 ブ ロ ッ ク 目 ともにすべ て の提 示方向

にお い て 100％ の 正 反 応率 を示 した 。 そ し て 、
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Fig．2　地図課題 で 用 い た 地図 の 略図
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障害が 疑わ れ る 児童の 空間的視点取得に 関する 検討

明示 的教示条件 における A 児 の 3 ブ ロ ッ ク 目の

正反応率は 、 東 ・西 ・南 ・北 向き別に、そ れぞ

れ 89％、 100％ 、100％ 、89％ で あ っ た 。 1 ・2

ブ ロ ッ ク 目と比べ て 全体 的 に正反応率が上昇 し

た 。 特に 、 南向きに お い て 大幅な上 昇が み られ

た 。 非明示的教示条件 に戻 した 4 ブ ロ ッ ク 目の

正反応率 は、すべ て の提示方向にお い て 100％

で あっ た 。

　 ミニ カ ー
の 視点方向に頭や顔 を傾けた り、ミ

ニ カ ーの 視点方向に移動 した りす る行動の 生起

頻度は 、ユ〜 4 ブ ロ ッ ク 目におい て 、 それぞれ

5 回、7 回 、 24 回 、 23 回で あ っ た 。 1 ・2 ブ ロ ッ

ク 目に 比 べ て 3 ・4 ブ ロ ッ ク 目にお い て 生起頻

度が大幅 に増加 した 。 3 ブ ロ ッ ク 目 で は、東 ・
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Fig．　3　写真選択課題の 正反応率 （左 ；A 児、右 ：B 児）
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Fig．4　地 図課題の 正 反応率 と他者視点方向に視点を向ける行動の生起頻度 （左 ：A 児 ， 右 ：B 児）

非明示的教示条件で は 「○○ （交差点など）を右／左に曲が ります」， 明示的教示条件で は 「○○
を ミニ カーか ら見て右／左に 曲が ります」 と教示 した．東西南北 は ， 曲が り角で 曲が る と きの ミ

ニ カー
の 提示方向を表す．また ， 正反応 率は各方角 ともに 8 回中の もの を示す．生起頻度は 1 ブ

ロ ッ クの 全 8x4 回中 に お い て ， ミニ カーの 視点方向に 自発的に体や頭 を傾 けた り，移動 した り
した行動の 回数を示す．

一 137一

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　



Association of Disability Sciences, Japan

NII-Electronic Library Service

Assoclat 二lon 　of 　Dlsablllty 　Sclences ，　Japan

朝岡　寛史 ・真名瀬　陽 平 ・野 呂　文行

西 ・南 向きの と きの すべ て の 試行 で 生 起 した 。

B 児は 、 1 ・2 ブ ロ ッ ク目ともに 0回であ っ た 。

　 1 〜 4 ブ ロ ッ ク全体 を通 した A 児の 行動特徴

として 、 ミニ カ
ー

が南向きの ときに他の 向きと

比 べ て 曲が る まで にやや時 間がか か っ た 。 また 、

4 ブ ロ ッ ク 目に お い て、曲が る ときに 「こ っ ち

（ミ ニ カーの 向 い て い る 方向） の と きは、こ っ

ちが右で 、こ っ ちが左 」等 と表出す る こ とが あ っ

た 。

N ．考察

　本研究は、ア ス ペ ル ガ ー
障害の 疑 い が ある児

童 1 名 を対象に、他者視点方向へ の 視点移動を

促す教示の 有無が他者視点 に基づ い た行動の 生

起 に及ぼす影響 を検討 した 。 その 結果 、 明示 的

教示条件にお い て正反応率が上昇し、他者視点

方向に頭や顔を傾 けた り、 移動 した りす る行動

が促進 された 。 心 の 理論 と空間的視点取得 の 関

連性の指摘 （Hamilton　et　aL
，
2009；子安 ，

1999）

を踏まえ、本研 究の 結果か ら 、 ア ス ペ ル ガー障

害者に対 して 自発 的な誤信念課題 を実施 し 、 予

期 的注視行動が 生起 しな い こ とを示 した Senju

et　aL （2009）の 知見が、空間的視点取得 に対 し

て も拡大で き る可能性が 示唆され た 。

　写真選択課題 にお い て は、視 点に関す る明示

的 な教示が あ っ た ため 、 A 児 は B 児 と同程 度の

正 反応率 を示 した と考 え られ る 。 友永 ・縄手

（2011）は 「（対象物）か ら見て左 は どれか な ？」

等 と対象か らの 位置関係の 理解 を問う心的回転

課 題 を行 っ た 。 知的障害 を伴 わ な い ASD 児は

定型発達児 と同程度の 結果を示 したが 、 回答に

時間がかか っ た 。 本研究で 実施 した写真選択課

題 と友永
・縄 手 （2011）の心的回転諜題 は異な

る た め 、直接的な比 較は で きな い が 、 明示 的な

教 示が あれ ば知的障害を伴わ な い ASD 児は定

型発達児 と同程度 の 正反応率を示す こ とが示唆

され る。

　 また 、 A 児は ミニ カ
ー

とぬ い ぐるみ を提示 し

た と きに高 い 正 反応率を示 した 。

一
方、飛行機

の模型 を提示 した と きに は他の 2 つ を提示 した

ときに比べ て 正反応率 が低か っ た 。 B 児 にお い

て も飛行機 の模型 を提示 した と きに やや正 反応

率が低か っ た 。 以上か ら、 1ブ ロ ッ ク 目は教示

が十分 に理解で きて い なか っ た町能性が 考え ら

れ る 。 2 ・3 ブ ロ ッ ク 目は練習効果に よ っ て正

反応率が上 昇 した とい えよ う。

　次 に 地 図課題 に お い て 、 1 ・2 ブ ロ ッ ク 目の

非明示的教示条件 で は、IIIIが る と きの ミ ニ カ ー

の 向 きが 南向 きの ときの 正反応率が い ずれ も

25％ で あ っ た こ とか ら 、 A 児は 自己視点か ら右

／左 に曲が っ た と い える 。 3 ブ ロ ッ ク 目の 明示

的教示条件 にお い て、 ミニ カ
ー

が東 ・西 ・南向

きの と き、つ ま り、他者視点方向の 位置か ら曲

が る ときの 正反応率が 上昇 した。ゆ えに、「ミ

ニ カーか ら見て 」 と い う教示 は適切 な方向に曲

が る こ とを促進 した と考 えられる 。 こ の こ とは 、

ミニ カ
ー

が 東 ・西 ・南向きの ときに 自発的に ミ

ニ カ ー
の 視点方向に顔や体を傾けた り、移動 し

た りす る行動が ほ とん どの 試行で生起 した こ と

か ら も裏付けられ る とい えよ う。 知的障害を伴

わ な い ASD が 自発的 に は誤信 念 を予期 しない

こ とを示 した Senju　et　a1，（2009）を踏まえる と、

非明示的 な空間的視点取得課題 にお い て も自発

的 に他者視点方向に視点移動 を行 わ ない ことが

誤反応 を生 じ さ せ る要 因に な っ て い る可能性が

考 え られ る 。 また 、 本研 究で は正誤の フ ィ
ー ド

バ ッ クを行 っ て い ない が 、 他者視点方向に 自己

の 視点 を移動する 行動が正誤の フ ィ
ー ドバ ッ ク

の 役割を果 た した可能性が ある 。 A 児が 自発 し

た方略は、他者側 に回 り込ん で他者位置か ら提

示刺激に注目する 「再認 プ ロ ン プ ト手続 き」（奥

田 ・井上 ，2002）と同様の 機能 を有 して い た と

い える 。 す なわ ち 、 他者視点方向か ら観察する

こ とで 自己の 視点 とミ ニ カーの 視点が
一

致 し、

そ の 結果 、 正反応率を高め た と指摘で き る 。加

えて、そ れ ら の 行動を 自発する こ とに よ り、 ミ

ニ カーを どちらの 方向に動かすか を判断する こ

との 反応努力 （response 　effort ）が減少 した可能

性が あ る 。 そ の こ とが 強化 として機能 し、 安定

して行動が 生起 した と推察 される 。 さら に 、 4

ブ ロ ッ ク 目にお い て 非明示的教示条件 に戻 して

も正反応率、自己の視 点を他 者視点方 向に移動
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す る行動 は維持 された 。 A 児 の 「こ っ ち （ミ ニ

カ
ー

の 向い て い る方角）の ときは、こ っ ちが右

で …」等の 表 出か ら 、 A 児が 自発 した方略や試

行数 を重ねた こ とに よっ て パ タ
ー ン と して学習

し た 可 能性が推察され る 。

　 また 1・2 ブ ロ ッ ク 目の ミ ニ カ ーの 視点位置

に よる正 反応率に つ い て、ミ ニ カ
ー

が東 ・西向

きの と きの 正反応率は 63〜75％で あ り、 チ ャ ン

ス レベ ル を上回 る もの の 、 北 向きの ときの正反

応率 と比 べ て低か っ た。平均反応時間は視点位

置 を意味す る回転角度の 増加 に対応 して 増加す

る こ とが 示 され て い る こ とか ら （渡部，2006）、

東 ・西向 きの 位置か ら曲が る こ とは、北 向きの

位置か ら曲が る こ とに比べ て難 しか っ た と考え

られ る。

　今後の 課題 として 、 標準的な空問的視点取得

課題 にお い て定型発達児と同程度の 正反応率を

示すASD 児 を対象に 、非明示的 な空 間的視 点

取得課題にお ける教示条件の 違い が 正 反応率に

及ぼす影響 を多事例で 検討す る必要がある 。 加

えて 、 明示的教示が機能する必要条件を明 らか

にす るため に 、 左右 の 弁別が可能で 、 かつ 標準

的な空間的視点取得課題にお い て低い 正反応率

を示す事例で は、教示条件の 違 い が 正反応率に

影響 を及ぼ さない か を検討す るこ とが求め られ

る 。

付記

　本研究は、日本行動分析学会第32回年次大会で

発表 した内容 に加筆 ・修正 をした もの である 。
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Effects of  Instructions Promoting the Movement  to Another Person's Viewpoint  on

 Spatial Perspective-Taking Skills in a  Child Suspected with  Asperger's Disorder

Hiroshi ASAOKA',  YOuhei MANASE"  and  Fumiyuki NORO"

  The present study  examined  effbcts  of  instructions promoting the movement  to another  persenis

viewpoint  on  spatial  perspective-taking skills  in a  child  suspected  with  Aspergeris disorder, We

conducted  theory of  mind  and  standard  spatial  perspective-taking tasks as  preliminary experiments,

which  showed  that his results were  comparable  to a typically devcloped child's  performance.

Subsequently, spatial  perspective-taking tasks added  to explicitlimplicit  instructions on  the view  were

conducted.  As a result, percentage of  correct  responses  was  affected  by instructions premoting the

movement  to viewpoint  of  miniature  car,  In addition,  he turned  spontaneously  his head or  face to

viewpoint  of  miniature  car  in explicit  instructions condition.  In conclusion,  results  suggested  that

explicit instructions produeed behaviors based on  another  person's viewpoint,  and  that these behaviors

might  play a  role  of  correctness  feedbaek.

Key words:  spatiat perspective-taking skills, Asperger's disorder, explicit  instmctions, spontaneity
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